
19 ２００７．６．１いずのくに 18２００７．６．１いずのくに

僕
の
イ
ベ
ン
ト
で

ま
ち
を
潤
わ
せ
た
い

六
月
は
雨
の
多
い
季
節
。
せ

っ
か
く
親
子
が
一
緒
の
休
日
も
、

雨
が
降
っ
て
は
ど
こ
に
も
遊
び

に
行
け
な
い
…
。
そ
ん
な
と
き

は
、
韮
山
時
代
劇
場
内
・
韮
山
図

書
館
に
あ
る
、
幼
児
図
書
室
に

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

図
書
館
西
側
の
約
十
一
畳
の

小
部
屋
に
靴
を
脱
い
で
入
る
と
、

童
話
や
昔
話
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

な
ど
約
千
点
の
紙
芝
居
が
、
対

象
年
齢
別
に
揃
え
て
あ
り
、
紙

芝
居
を
す
る
机
と
い
す
が
置
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
訪
れ

た
人
が
、
自
分
で
紙
芝
居
で
き

る
部
屋
な
の
で
す
。

普
段
の
絵
本
と
は
ひ
と
味
違

っ
た
紙
芝
居
に
、
子
ど
も
た
ち

の
視
線
は
釘
付
け
。

い
つ
の
間
に
か
、
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と

も
。
昔
懐
か
し
い
紙
芝
居
屋
さ
ん

に
な
っ
た
気
分
で
、
子
ど
も
た
ち

の
人
気
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
の
午

後
二
時
〜
三
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア『
か
み
ふ
う
せ
ん
』に
よ
る
紙

芝
居
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の
苦
手
な
パ

パ
も
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
　
韮
山
図
書
館（
水
曜
休
館
）

電
話
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
５

靴を脱いでどうぞ。室
内には授乳室もあり◎

飯
田
健
吾

伊
豆
の
国
観
光
協
会
職
員

さ
ん

昨
年
四
月
に
、
伊
豆
の
国
観
光
協
会
に

採
用
さ
れ
た
飯
田
さ
ん
。

学
生
時
代
は
舞
台
関
係
の
専
門
学
校
で

学
ん
だ
と
い
う
本
人
は
、「
正
直
、
な
ぜ

僕
が
選
ば
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
も
し

か
し
た
ら
採
用
理
由
は『
若
さ
』だ
け
か
も
」

と
、
ク
ー
ル
に
自
己
分
析
し
ま
す
。

こ
の
一
年
間
は
彼
に
と
っ
て
、
観
光
の

楽
し
さ
を
知
っ
た
年
で
し
た
。「『
パ
ン
祖

の
パ
ン
祭
』
の
よ
う
に
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り

上
げ
た
イ
ベ
ン
ト
に
達
成
感
を
感
じ
ま
し

た
。
何
も
分
か
ら
な
い
中
で
、
す
べ
て
を

把
握
し
て
い
る
の
は
僕
だ
け
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
…
そ
し
て
迎
え
た
当
日
の
、
予

想
以
上
の
盛
り
上
が
り
。
あ
の
感
激
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
」。

例
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
絶
え
ず
新
し

い
試
み
を
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
飯
田
さ

ん
。「
ま
ず
は
、
七
月
の『
源
氏
あ
や
め
祭
』。

今
年
は
、
初
の
試
み
・
手
作
り
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

隊

『
武
者
パ
レ
ー
ド
』を
見
な
が
ら
お
祭
り
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」。

今
後
の
目
標
は
？
「
今
の
自
分
は
若
さ

と
勢
い
に
ま
か
せ
た
仕
事
が
多
い
、
と
反

省
し
て
ま
す
。
段
取
り
よ
く
計
画
的
に
仕

事
を
進
め
て
い
き
た
い
。
将
来
、
僕
の
担

当
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
ま
ち
全
体
が
潤
う
ほ

ど
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て
く

れ
る
の
が
夢
で
す
」。

二
十
三
歳
の
若
武
者
の
挑
戦
は
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

ＭＹ　ＷＡＹ

紙芝居スペースは約６畳。蔵書は約１，０００点

源
氏
あ
や
め
祭
の

情
報
は
二
〜
三
ペ

ー
ジ
記
事
を
参
照

柿田川公園ホタル観賞会
とき／６月９日（土）１９：００～　
ところ／清水町柿田川公園　内容／
スライドによるホタルの生態系説
明、１６ミリ映画の上映、ホタルの
観察、ボランティアによる出店など
その他／雨天の場合は中止します。
問合せ／清水町公民館　電話０５５‐
９７２‐６６７８

ミュージカル
『地震カミナリ火事オヤジ』
『劇団ふるさときゃらばん』によ
る『消防団』をテーマにしたミュー
ジカルです。全国どこにでもある消
防団の姿を通して、失われつつある
地域の結びつきを問いかけます。
とき／９月９日（日）開場１７：００
開演１７：３０　ところ／裾野市民文化
センター大ホール　入場料／３，５００
円（全席指定） チケット発売開始／

６月１６日（土）問合せ・電話予約／
裾野市民文化センター　電話０５５‐
９９３‐９３００

（全席自由）※事前に入場券を購入し
てください。入場券は函南町中央公
民館窓口で好評販売中（１人１０枚ま
で）。その他／会場内は飲食禁止
問合せ／函南町生涯学習課　電話
０５５‐９７９‐１７３３

沼津市芸術祭
文芸部門作品募集

種目／随筆、詩、短歌、俳句、川柳
（自作で未発表のものに限る）応募
料／１編につき１，０００円（郵送の場
合は小為替を同封）応募方法／応募
原稿に住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号を明記し、応募料を添えて
郵送または直接持参。 応募期限／

７月３１日（火）まで（当日消印有効）
申込み／沼津文化協会　〒４１０‐０８８７
沼津市東宮後町２７　電話０５５‐９５２‐
６５９７（平日の１３：００～１６：３０）
問合せ／上記または沼津市文化振興
課　電話０５５‐９３４‐４８１２

修善寺温泉開湯１２００年祭
修善寺花しょうぶまつり
修善寺に夏の訪れを知らせる、紫

色や桃色の花しょうぶ。虹の郷では
「日本庭園」を約３００種７，０００株の
花しょうぶが咲き誇ります。修善寺
温泉街では花しょうぶの鉢植えが飾
られ、華やかに彩られます。
とき／虹の郷花しょうぶまつり　６
月１日（金）～２４日（日） 温泉街花
しょうぶまつり　６月１日（金）～
１７日（日）問合せ／修善寺温泉開
湯１２００年祭実行委員会（伊豆市観
光協会修善寺支部内） 電話０５５８‐
７２‐２５０１　http://shuzenji1200.com/

親子ふれあい映画会
とき／６月２４日（日）午前の部　開
場１０：００上映１０：３０～１１：３７　午
後の部　開場１３：００上映１３：３０～
１４：３７　ところ／函南町中央公民
館大ホール　対象／保育園・幼稚園
児から小学生までの親子・家族など
上映作品／『わんぱく冒険旅行―１５
少年漂流記―』 入場料／１００円

市では、子育てを支援する「地域
子育て支援センター」を２カ所開設
しています。親子で来園して楽しく
遊んだり、友達を作ったり、保護者
の育児情報交換の場としてご利用く
ださい。市内に住所があり、小学校
就学前までの幼児と保護者なら、ど
なたでも無料で利用できます。
また『子育て相談』もありますの

で、お気軽にどうぞ。

（ひまわり保育園大仁分園
地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

４日（月）虫歯予防の集い
７日（木）絵本の読み聞かせ
１２日（火）誕生会
１５日（金）製作
１９日（火）おもちゃを作ろう
２２日（金）クリーン作戦
２７日（水）避難訓練
２９日（金）リズム遊び
＊行事の時間はいずれも午前中

詳しくは各園までお問い合わせください

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１１：３０）

６日（水）１０：００～おかあさんとあ
そぼう（※事前に申込みが必要です）
２日（土）～８日（金）絵本展（※日曜
休み。どなたでも見学できます）
●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６
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